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高
く
て
払
え
な
い
国
保
税
、申
請
減
免
な
ど
市
民
へ
の
周
知
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
納
税
通
知
に
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
い
る

鈴す
ず

木き

　
三み

つ

男お

Q　

国
保
税
の
減
免
は
申
請
に
よ
る
が
、

要
件
な
ど
市
民
に
知
ら
せ
て
い
る
の
か
。

A　

市
民
に
周
知
す
る
た
め
に
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
納
税
通
知
書
に
チ
ラ
シ
を

同
封
し
て
い
る
。
窓
口
で
も
配
布
し
て
い

る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載
し
て
い
る
。

Q　

病
院
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金

の
減
免
制
度
も
あ
る
が
利
用
は
あ
る
の
か
。

A　

震
災
関
連
に
よ
る
免
除
世
帯
は
あ
る

が
、
そ
の
他
の
減
免
・
減
額
は
な
い
。
一

部
負
担
金
の
減
免
の
要
件
は
、
災
害
や
事

業
の
廃
止
な
ど
で
収
入
が
著
し
く
減
少
し

入
院
治
療
を
受
け
る
時
に
、
申
請
に
よ
り

減
免
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
窓
口
配
布

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載
し
て
い
る
が
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
分
か
り
や
す
く

周
知
し
て
い
く
。

—

滞
納
者
に納税

緩
和
措
置
の
活
用
を—

Q　

国
保
税
の
収
納
率
を
引
き
上
げ
る
た

め
に
、
差
し
押
さ
え
な
ど
滞
納
処
分
が
増

加
し
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
が
、
申
請

に
よ
る
納
税
猶
予
や
換
価
の
猶
予
な
ど
の

制
度
を
市
民
に
知
ら
せ
て
い
る
の
か
。

A　

猶
予
制
度
の
周
知
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、
催
告
書
の
発
送
時
に
も
チ

ラ
シ
を
同
封
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

申
請
書
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
収
税
課
の
窓

口
に
あ
り
、
納
税
相
談
で
活
用
し
て
い
る
。

—
入
学
準
備
金
は
、入学

前
に
支
給
を—

Q　

就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
は
、
入
学

前
に
支
給
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A　

在
学
す
る
新
入
学
児
童
生
徒
の
保
護

者
に
学
用
品
費
と
し
て
、
６
月
に
支
給
し

て
い
る
。
入
学
前
に
説
明
周
知
し
て
い
る
。

在
学
を
確
認
で
き
な
い
た
め
支
給
は
困
難
。
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自
校
式
学
校
給
食
、
更
な
る
安
心
安
全
の
確
保
を

環
境
整
備
に
よ
り
取
り
組
む

五ご

間ま

　
く
み
子こ

Q　

給
食
調
理
室
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、

市
内
全
域
の
自
校
式
給
食
調
理
室
の
設
置

完
了
年
度
は
。

A　

平
成
29
年
度
を
目
途
と
し
て
い
る
。

Q　

老
朽
化
し
た
給
食
調
理
室
の
修
繕
計

画
は
。

A　

給
食
調
理
室
だ
け
の
修
繕
計
画
は
設

け
て
い
な
い
。調
理
器
具
等
は
、緊
急
性
・
必

要
性
に
応
じ
て
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大

規
模
改
修
は
校
舎
に
併
せ
行
う
。

Q　

学
校
薬
剤
師
に
よ
り
修
繕
を
指
摘
さ

れ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
行

っ
て
い
く
の
か
。

A　

予
算
措
置
の
伴
う
も
の
に
つ
い
て
は
、

優
先
順
位
を
見
極
め
判
断
し
て
い
く
。

Q　

栄
養
士
の
配
置
に
つ
い
て
、
現
在
の

雇
用
状
況
は
。

A　

栄
養
教
諭
、
学
校
栄
養
職
員
は
配
置

基
準
に
従
い
県
よ
り
配
置
さ
れ
て
お
り
、

不
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
市
の
臨
時
職
員

で
賄
っ
て
い
る
。

Q　

未
配
置
校
が
あ
る
と
聞
く
が
。

A　

２
校
あ
る
。
県
か
ら
の
職
員
で
調
整

し
て
い
る
。

Q　

不
足
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

臨
時
職
員
で
の
限
界
を
感
じ
る
。
何
ら
か

の
方
向
性
を
出
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

A　

配
置
等
に
つ
い
て
対
策
を
講
じ
て
い

く
。

Q　

長
期
間
に
渡
り
野
菜
高
騰
が
続
く
と
、

食
材
調
達
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
。
困
難
事
例
は
な
い
か
。

A　

そ
う
し
た
事
例
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

Q　

今
後
、
困
難
な
状
況
と
な
っ
た
場
合
、

緊
急
的
な
支
援
体
制
は
取
れ
る
の
か
。

A　

必
要
に
応
じ
対
応
す
る
。

　
鳥
獣
に
よ
る
、
農
業
被
害
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

「
と
う
も
ろ
こ
し
」
や
「
ス
イ
カ
」
等
が
確
認
さ
れ
て
い
る

清し

水み
ず

　
健け

ん

一い
ち

Q　

全
国
の
鳥
獣
に
よ
る
農
業
被
害
額
は
、

毎
年
約
２
０
０
億
円
で
推
移
し
て
い
る
が

市
内
で
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

A　

27
年
度
は
、
約
３
２
９
万
円
で
あ
る
。

Q　

国
で
は
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
を
制

定
し
、
権
限
が
市
に
委
譲
さ
れ
た
が
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
行
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

27
年
度
は
ア
ラ
イ
グ
マ
を
２
１
７
頭

捕
獲
し
た
。
そ
の
他
、
電
気
柵
や
箱
わ
な

の
貸
し
出
し
を
行
な
っ
て
い
る
。

—

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
の活用

は—

Q　

国
は
28
年
度
補
正
予
算
に
、
農
家
や

植
木
・
花
卉
関
連
業
者
の
収
益
性
を
高
め

る
と
し
て
５
７
０
億
円
の
予
算
を
計
上
し

た
が
、
窓
口
と
な
る
市
が
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

A　

有
意
義
な
事
業
な
の
で
、
相
談
等
が

あ
っ
た
場
合
は
、
支
援
に
努
め
て
い
く
。

—

小
中
学
生
の
学
力
向
上
に
つ
い
て—

Q　

28
年
度
の
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査

の
結
果
は
、
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

A　

小
学
校
は
国
語
・
算
数
と
も
県
平
均

を
上
回
り
、
中
学
校
は
国
語
・
数
学
と
も

県
平
均
と
、
ほ
ぼ
同
じ
で
、
全
体
的
に
は

昨
年
よ
り
向
上
し
て
い
る
。

Q　

28
年
度
は
石
川
県
が
秋
田
県
を
抜
い

て
１
位
と
な
り
、
埼
玉
県
は
37
位
、
県
内

第
１
位
は
、
さ
い
た
ま
市
で
石
川
県
と
同

レ
ベ
ル
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の

た
め
に
も
県
内
１
位
を
目
指
し
て
欲
し
い

が
方
策
を
聞
き
た
い
。

A　

市
内
で
は
学
力
が
非
常
に
伸
び
た
学

校
も
あ
る
の
で
、
調
査
研
究
を
重
ね
、
家

庭
や
地
域
と
協
力
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

学
力
向
上
に
努
め
て
い
く
。

「箱わな」で捕獲されたイノシシ

新
川
本
公
民
館
予
定
地
は
浸
水
危
険
度
が
増
加
。
変
更
す
べ
き

安
心
・
安
全
の
視
点
は
重
要
、
様
々
な
観
点
か
ら
検
討
す
る

田た

島じ
ま

　
信の

ぶ

吉よ
し

Q　

新
川
本
公
民
館
・
総
合
支
所
等
と
の

複
合
施
設
は
、
平
成
30
年
度
の
着
工
を
予

定
し
て
い
る
。
去
る
５
月
国
交
省
が
公
表

し
た
新
浸
水
想
定
区
域
図
で
は
建
設
予
定

地
周
辺
は
、
０
・
５
メ
ー
ト
ル
以
上
３
メ

ー
ト
ル
未
満
と
危
険
度
が
増
し
、
洪
水
時

に
は
建
物
に
近
づ
け
な
い
状
況
も
分
か
っ

た
。
新
市
役
所
庁
舎
建
設
で
は
安
心
・
安

全
を
基
本
方
針
の
第
一
に
掲
げ
、
新
岡
部

公
民
館
設
計
で
も
安
心
・
安
全
を
全
室
に

配
慮
す
る
と
し
た
案
が
採
用
さ
れ
た
。
川

本
の
広
義
に
わ
た
る
安
心
・
安
全
は
確
保

さ
れ
る
の
か
。
市
の
防
災
計
画
で
、
地
域

防
災
拠
点
や
指
定
避
難
所
に
指
定
し
て
い

る
。
洪
水
時
に
周
辺
が
水
没
状
態
で
は
機

能
は
果
た
せ
な
い
。
こ
の
立
地
条
件
は
災

害
基
本
法
や
水
防
法
の
趣
旨
及
び
国
・
県

か
ら
の
指
導
に
反
す
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

浸
水
区
域
か
ら
外
れ
た
総
合
支
所
敷
地
に

建
設
場
所
の
変
更
を
求
め
人
命
を
守
る
こ

と
を
最
重
要
課
題
と
す
る
要
望
書
を
、
深

谷
市
川
本
の
文
化
施
設
と
防
災
を
考
え
る

会
が
提
出
し
て
い
る
。
実
現
す
べ
き
で
あ

る
。

A　

安
心
・
安
全
の
視
点
は
重
要
な
こ
と

で
あ
る
。
様
々
な
要
因
が
あ
る
が
、
災
害

時
の
対
策
も
含
め
て
、
今
後
、
様
々
な
観

点
か
ら
検
討
す
る
。
防
災
拠
点
、
指
定
避

難
所
の
機
能
も
検
討
が
必
要
だ
。
避
難
所

は
想
定
さ
れ
る
災
害
に
よ
る
影
響
が
比
較

的
少
な
い
場
所
が
望
ま
し
い
。
国
・
県
の

通
達
は
技
術
的
助
言
で
強
制
力
は
な
く
、

反
し
て
い
る
と
は
考
え
な
い
。

川本公民館


